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େஈ　लه

͸͡Ίに

ミチヤナギ（Polygonum aviculare -��
TVCTQ��aviculare）はλσՊミチヤナ
ギଐのҰ年生雑草（ਤ �1，��）でશ
地ʙ温暖地ではय़ྫྷפ。に෼෍するࠃ
生ʙՆ生のҰ年生雑草として認ࣝされ
る͜とがଟいが，暖地では麦の೻छ後
͔ら発生し，ӽ年生雑草として麦作の
雑草となる。Ҏલ͔ら暖地では麦作
雑草として認知されている草छである
が，本छのΈがൟໜして໰୊となるࣄ

ྫが΄とΜͲな͘，あまΓ஫໨される
͜とはな͔った。ۙ年，ミチヤナギ
のΈが特ҟ的に࢒草するྫࣄ（ਤ ��）
がࢄ見されるΑ͏になΓ，生ݱ࢈৔͔
らの໰い߹Θせが૿͑ているঢ়گにあ
る。し͔し，ミチヤナギのߞ地雑草と
しての研究ྫࣄが΄とΜͲない͜と͔
ら，暖地麦ാでのミチヤナギの発生消
長ٴͼআ草ࡎの๷আޮՌについて検討
した。な͓本ߘは「۝भの雑草」ୈ
�� ߸にࡌܝされた「暖地ムギ作雑草
ミチヤナギの発生生態とআ草ࡎにΑる
๷আ」をߏ࠶੒したものである͜とを

ྃ͝ঝいた͖ͩたい。

ͷ֓ཁݧࢼ

はݧࢼ ��1� 年ٴͼ ��1� 年（いず
れも೻छ年）に೶研۝ߏػभԭೄ೶ۀ
研究ηϯλー（෱Ԭݝஜ後ࢢ）಺のࢼ
छ֓要はදߞ。したࢪะ৔で࣮ݧ �1
にࣔした。আ草ࡎॲཧ۠については，
��1� 年ݧࢼをද ��，��1� 年ݧࢼを
ද �� にࣔした。྆年ともに֤ॲཧ۠
の࢒草ྔ（地্෦乾෺ॏ）ٴͼແॲཧ
۠に͓͚る発生消長をௐࠪした。

ൃੜফ௕ͷಛ௃

麦作の୅ද的な޿༿雑草であるヤΤ
ムάϥの発生消長とのൺֱをਤ �� に
ࣔした。ヤΤムάϥのྦྷੵग़芽཰が
9�ˋにୡしたのは，��1� 年ݧࢼで 1
݄ �6 日，��1� 年ݧࢼで 1 ݄ � 日で
あΓ，��1� 年の΄͏が �� 日ఔ度ૣ
͔った。Ұํ，ミチヤナギのྦྷੵग़
芽཰が 9�ˋにୡしたのは，��1� 年
でݧࢼ 1 ݄ �9 日，��1� 年ݧࢼで �
݄ �日と明ら͔にヤΤムάϥとはҟな
Γ，��1� 年ݧࢼの΄͏がग़芽は؇や
͔であった。྆年の日ฏؾۉ温のਪҠ
をਤ ��，൒旬͝との߱水ྔのੵࢉ஋の
ਪҠをਤ �6 にࣔした。日ฏؾۉ温は，
��1� 年ではฏ年஋ΑΓも௿い日がଟ
͘，��1� 年ではߴい日がଟい傾向に
あった。߱水ྔについては，��1� 年
では೻छ後ݧࢼ 1͔݄ఔ度が少な͘，
年明͚͔らややଟ͔った。��1� 年ࢼ
では，೻छ後はൺֱ的ଟ͘，1݄Լݧ

暖地麦作雑草ミチヤナギの防除

図 -1　�ミチヤナギのժ⽣͑ʢࢠ༿͕ ঢ়ࣈ:
ʹల։͢Δʣਦ-1 ϝοϢψάのլਫ਼͓

ʤࢢཁ͗<࣊য়Ͷఴ֋ͤΖʥ

ਦ-2 ֋՘غのϝοϢψά
ʤ֋՘઴ͺ੼͚ʤࠪʥɾ֋՘ͤΖͳപ͚͵Ζʤӊʥʥ

図 -2　։Ֆ期のミチヤナギʢ։Ֆલ͸੺͘ʢࠨʣɼ։Ֆ͢Δͱന͘ͳΔʢӈʣʣ

図 -3　ミチヤナギ͕ൟໜͨ͠খഴാ
ਦ-� ϝοϢψά͗ൡໞͪ͢ঘശീ
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旬までは少ない傾向にあった。
発生消長には発芽適温や発芽可能深

度，光好適条件，乾湿適応性等が関係
する。水田裏麦作雑草の生態につい
ては，荒井（1961）の報告が詳しい。
主に温暖地での水田裏麦作の複数の雑
草を対象に詳細に検討しているが，ミ
チヤナギは含まれていない。日本雑草
学会のホームページにある「雑草研究」
論文検索システムで検索してもヒット
せず，ミチヤナギの麦作雑草としての
生態的な知見は極めて乏しい。ミチヤ
ナギの発生消長に年次間差が認められ
た要因については，今後のさらなる生
態的な特徴の解明が必要である。

図 -4　ミチヤナギ及びヤエムグラの発⽣消⻑

図 -5　試験期間の⽇平均気温の推移 図 -6　試験期間の半旬毎の積算降⽔量の推移

播種後土壌処理剤 生育期茎葉処理剤

トリフルラリン(Tri) － 無処理

フルフェナセット･ジフルフェニカン(Flu･Dif) － 無処理

エスプロカルブ･ジフルフェニカン(Esp･Dif) － 無処理

プロスルホカルブ･リニュロン(Pro･Li) － 無処理

－ 無処理プロスルホカルブ（Pro500）

プロスルホカルブ（Pro300） － 無処理

－ チフェンスルフロンメチル(Thifen)

－ ピラフルフェンエチル(Pyra)

－ アイオキシニル(Ioxy)

プロスルホカルブ（Pro300）

プロスルホカルブ（Pro300）

プロスルホカルブ（Pro300）

プロスルホカルブ（Pro300） － ベンタゾン(Ben)

無処理 － 無処理

播種後土壌処理剤はいずれも乳剤もしくはフロアブル剤，処理薬量はプロスルホカルブޓړは登録
薬量の最大量，プロスルホカルブはPro611с౦࿁量ќ611nL021a，Pro411с౦࿁量ќ411nL021a。

表-� 201�年試験の除草剤処理区表−3　2018年試験の除草剤処理区

播種後土壌処理剤 生育期茎葉処理剤

トリフルラリン(Tri) － 無処理

フルフェナセット･ジフルフェニカン(Flu･Dif) － 無処理

エスプロカルブ･ジフルフェニカン(Esp･Dif) － 無処理

プロスルホカルブ･リニュロン(Pro･Li) － 無処理

プロスルホカルブ(Pro) － 無処理

プロスルホカルブ(Pro) － チフェンスルフロンメチル(Thifen)

プロスルホカルブ(Pro) － ピラフルフェンエチル(Pyra)

プロスルホカルブ(Pro) － アイオキシニル(Ioxy)

プロスルホカルブ(Pro) － ベンタゾン(Ben)

無処理 － 無処理

播種後土壌処理剤はいずれも乳剤もしくはフロアブル剤，処理薬量はいずれの薬剤も登録薬量の最大量。

表-2 2017年試験の除草剤処理区表−2　2017年試験の除草剤処理区
播種後土壌処理剤 生育期茎葉処理剤

トリフルラリン(Tri) － 無処理

フルフェナセット･ジフルフェニカン(Flu･Dif) － 無処理

エスプロカルブ･ジフルフェニカン(Esp･Dif) － 無処理

プロスルホカルブ･リニュロン(Pro･Li) － 無処理

プロスルホカルブ(Pro) － 無処理

プロスルホカルブ(Pro) － チフェンスルフロンメチル(Thifen)

プロスルホカルブ(Pro) － ピラフルフェンエチル(Pyra)

プロスルホカルブ(Pro) － アイオキシニル(Ioxy)

プロスルホカルブ(Pro) － ベンタゾン(Ben)

無処理 － 無処理

播種後土壌処理剤はいずれも乳剤もしくはフロアブル剤，処理薬量はいずれの薬剤も登録薬量の最大量。

表-2 2017年試験の除草剤処理区
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除草剤による防除効果

��1� 年ݧࢼの࢒草ྔをਤ �� にࣔ
した。೻छ後౔৕ॲཧࡎのޮՌは，ト
ϦϑϧϥϦϯでヤΤムάϥの雑草が認
められたものの，いずれのॲཧ۠に͓
いても࢒草ྔは少な͔った。ミチヤナ
ギの࢒草ྔは，ແॲཧ۠とൺ΂るとい
ずれの౔৕ॲཧࡎも少な͔ったが，ϓ
ϩスϧホΧϧϒٴͼϑϧϑΣナηッ
トɾジϑϧϑΣχΧϯでややଟい傾向
が認められた。生ҭܪظ༿ॲཧࡎのミ
チヤナギに対するޮՌは，チϑΣϯス
ϧϑϩϯϝチϧ，ϐϥϑϧϑΣϯΤチ
ϧ，ΞΠΦΩシχϧでは࢒草が΄とΜ
Ͳ認められな͔ったものの，ϕϯλκ
ϯでは࢒草が認められた。

��1� 年ݧࢼの࢒草ྔをਤ �� にࣔ
した。��1� 年ݧࢼとൺ΂ると雑草の
発生ྔがଟ͘，特にヤΤムάϥの発生
ྔがଟい条件でのݧࢼであった。いず
れの೻छ後౔৕ॲཧࡎも ��1� 年ݧࢼ
にൺ΂るとআ草ޮՌは௿͘，ヤΤムά
ϥ͚ͩでな͘ミチヤナギを含Ήͦのଞ
の雑草も࢒草が認められた。ミチヤナ
ギの࢒草ྔはϓϩスϧホΧϧϒٴͼϓ
ϩスϧホΧϧϒɾϦχϡϩϯでଟ͘，

トϦϑϧϥϦϯで少な͔った。��1�
年ݧࢼで࠷も࢒草ྔが少な͔ったΤス
ϓϩΧϧϒɾジϑϧϑΣχΧϯはϑϧ
ϑΣナηットɾジϑϧϑΣχΧϯとಉ
ఔ度の࢒草ྔであった。ແॲཧ۠が౔
৕ॲཧ۠ࡎΑΓも少な͔ったのは，ແ
ॲཧ۠のヤΤムάϥの࢒草ྔがଟ͘，
雑草間のڝ߹にΑるものと͑ߟられ
た。生ҭܪظ༿ॲཧࡎのミチヤナギに
対するޮՌは，��1� 年ݧࢼとಉ༷に

図 -7　2017年試験ʹ͓͚Δ࢒草量
෺ॏס草量͸஍্෦࢒˞　

図 -8　2018年試験ʹ͓͚Δ࢒草量
෺ॏס草量͸஍্෦࢒˞　

3128໪ુ६ 3129໪ુ६

(3ॉ24໙) (3ॉ23໙)

最大葉ᆽ 3～� 5～6

န࣎葉ᆽ 2～3 5～6

န࣎葉ᆽは21ॽളのန࣎ඐ

茎葉処理剤処理૑

表-� ܬཁ処理剤処理࣎のϝοϢψάのཁྺ表−4　ܪ༿処理剤処理࣌のミチヤナギの༿ྸ
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ϕϯλκϯのޮՌがଞのܪ༿ॲཧࡎに
ൺ΂て௿͔った。また，��1� 年ݧࢼ
にൺ΂ていずれのܪ༿ॲཧࡎもޮՌが
௿͔ったが，ද �� にࣔすΑ͏にॲཧ
࣌のミチヤナギの༿ྸがਐΜでいた͜
とにى因していると͑ߟられる。
Ҏ্のΑ͏に，�͔年の݁ݧࢼՌ͔ら

ミチヤナギに対するআ草ޮՌにはআ草
間差が認められた。೻छ後౔৕ॲཧࡎ
，ではϓϩスϧホΧϧϒのޮՌが௿͘ࡎ
トϦϑϧϥϦϯのޮՌが͔ߴった。޿
༿雑草にޮՌがߴいとされるϦχϡϩ
ϯやジϑϧϑΣχΧϯが഑߹されたআ
草ࡎについては，আ草ޮՌに年次間差
が認められた。͜れらのআ草੒෼に対
するミチヤナギの൓応の詳細は明֬で
はな͘，またࠞ߹ࡎである͜と͔ら年
次間差の要因については൑વとしない。
トϦϑϧϥϦϯのޮՌはൺֱ的҆ఆ

して͔ߴったが，暖地の水田裏麦作で

は主要ΠωՊ雑草であるスζϝϊテッ
ϙ΢について఍߅性όΠΦλΠϓが֬
認されて͓Γ，೻छ後౔৕ॲཧࡎとし
てのトϦϑϧϥϦϯのར༻は少な͘
なっている。఍߅性スζϝϊテッϙ΢
対ࡦとして，ϓϩスϧホΧϧϒ等の৽
ではϑϧࡏݱ，が։発されࡎআ草ن
ϑΣナηットɾジϑϧϑΣχΧϯの࢖
༻が૿͑ている。ϑϧϑΣナηットɾ
ジϑϧϑΣχΧϯはスζϝϊテッϙ΢
を含ΉΠωՊ雑草にޮՌが͘ߴ，෯޿
い޿༿雑草にもߴいআ草ޮՌをࣔす
が，ミチヤナギに対しては �͔年と
も࢒草が認められた。ۙ年，ミチヤナ
ギが特ҟ的に࢒草するะ৔がࢄ見され
るが，࢒草ะ৔ではϑϧϑΣナηッ
トɾジϑϧϑΣχΧϯを࿈年࢖༻して
͓Γ，本ݧࢼの݁Ռとໃ६しない。
౔৕ॲཧࡎでの๷আがෆे෼ͩった

৔߹には生ҭظにܪ༿ॲཧࡎで๷আす

る必要がある。ϕϯλκϯはλσՊ雑
草に対してআ草ޮՌがߴいとされる
が，ミチヤナギに対してはଞのܪ༿ॲ
ཧࡎにൺ΂てআ草ޮՌが௿͔った͜と
͔ら，࢖༻するআ草ࡎには஫ҙが必要
である。また，ܪ༿ॲཧࡎॲཧ࣌の
ミチヤナギの༿ྸにも஫ҙが必要で
ある。ॲཧ࣌の࠷େ༿ྸが �ʙ � ༿
の ��1� 年ݧࢼではߴいআ草ޮՌが認
められたが，࠷େ༿ྸが �ʙ 6 ༿の
��1� 年ݧࢼでは࢒草が認められた。
雑草の༿ྸਐలはؾ温のӨڹを͏͘ڧ
͚る͜と͔ら，暖ౙ年ではૣめのॲཧ
を৺ֻ͚る必要がある。
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ήーテの୅ද作である長ฤٔۂ「ϑΝ΢スト」。ͦのதに͜
Μな͓࿩がある。
ੲʑあると͜ΖにԦ༷がいた。ͦのԦ༷はେ͖な೸をࣂって

いた。あた͔もࣗ෼が生ませたࢠͲものΑ͏に可Ѫがっていた。
あるཱ࣌࢓԰をݺΜで，͜の೸のए఼がঌすΑ͏な্ணとず

΅Μをཱ࢓てるΑ͏に໋ྩした。໋が੯し͚れ͹ず΅Μに᧣が
で͖ないΑ͏に，と。Ϗϩーυやݜでཱ࢓てられた͜の෰を೸
のए఼は͏ま͘ண͜なし఼ٶதをᮣาした。͜のཱ࢓ԼΖしの
্ணにはඥがついてेࣈষもԼ͛られていた。まもな͘ए఼は
େਉをݴい෇͔Γେ͖な܄ষもͿらԼ͛，೸のܑఋたͪもͦれ
ཱͦ͜೿な໾につ͖，Ұ଒ଗって఼ٶをͧΖͧΖาいた。
ୡ׭するঁ͑࢓ਓをॳめ͓൲༷や්͓و，׭෢，׭の文఼ٶ

でも，ࢀ಺すれ͹೸のେਉにࣔࢦされた。೸たͪにͪͪࢗ͘͘
されたΓᴩられたΓしてもͦれを཈͑て΀つΓと௵したΓࢗさ

れたと͜ΖをૡいたΓしてはい͚ない，と。
ͦの೸たͪがٳΉ࣌，৸ࣨのఱ֖෇͖のϕッυのதに྘৭し

たখさな༿っͺが �ຕ͓͔れていた。೸たͪは͜のখさな༿
の間にજΓࠐΜで຾っていた，とい͏͜とである。͜の༿がϊ
ミϊϑスϚの༿である。
ϊミϊϑスϚはナσシίՊϋίϕଐのҰ年草ʙӽ年草。શࠃ

の໺ݪやാ，田Μ΅のܣなͲに生͑，やや湿ったॴでΑ͘生ҭ
する。ܪは૓生しߴさは 1�DN͔ら ��DN，やや্ཱͪがΓな
がら෼ࢬする。य़͔らॳՆに͔͚て௚ܘ �ʙ 1�NNのനいՖ
をつ͚る。Ֆหは �ຕであるがࠜۙ͘ݩまで深྾して 1�ຕに
見͑る。ฑのない対生の༿は長ପԁܗで，ܪのઌでは対生の༿
がܪを๊͘Α͏に向͖߹͏。͜の間ͩと「೸」も৸やす͔Ζ͏
と「೸のᦵ」と໊がついた。
「ᦵ」とは৸ると͖に͏࢖໷۩の͜とを͏ݴ。
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